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デシジョンテーブルと原因結果グラフの課題

 第3回まででデシジョンテーブルと原因結果グラフを学びましたが・・・

 デジジョンテーブル

– 気軽に扱えるが、条件の組み合わせを導き出すのに、多尐のコツが必要

– 因果関係がある場合の分析が難しい

 原因結果グラフ *1

– 原因が多くなり原因間の関係が複雑になると、テストケースが非常に多くなり削減効果が低く
なる

– テストケースが多くなるとその優先度を考慮する必要があるが、優先度はつけられない

– 種々の論理演算子を用いるために、グラフ表現が複雑で理解しずらい

– それ故、習得しテスト設計するのに高いスキルを必要とする

*1 「CFD 技法の評価と事例に基づくガイドの作成」より

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf


原因結果グラフの課題
例：葛西臨海水族館の入園料

 こんな簡単そうな入園料のルール*1でも

●入園料  
 個人 団体（20 名以上） 年間パスポート 

一般 700 円 560 円 2,800 円 

中学生 250 円 200 円  ──  

65 歳以上 350 円 280 円 1,400 円 
 

※小学生以下、都内在住・在学の中学生は無料です。中学生は生徒手帳を持参してください。 

※団体入園についての詳細は、下記「団体入園のご案内」をご覧ください。 

※障害者手帳・愛の手帳・療育手帳をお持ちの方と、その付添者原則１名は無料です。 

※65 歳以上の方は、年令の証明となるものをお持ちください。 

※葛西臨海公園大観覧車の半券を切符売場窓口にご提示いただくと、入園料が２割引になります。 

※年間パスポートの有効期間は購入日から１年間です。  

*1 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html より

http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html
http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html
http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html


原因結果グラフの課題
例：葛西臨海水族館の入園料
 原因結果グラフで分析するとこんなに大変 from 加瀬さん @softest 作 + やる夫カスタマイズ



原因結果グラフの課題
例：葛西臨海水族館の入園料

 CEGTestを使えば、自動的にデシジョンテーブルができるが・・・確認は必要



CFD法(Cause Flow Diagram)を開発した松尾谷先生の気づき

 ソフトウェア技術者の思考パターン

– 論理回路をつくる電子技術者とは異なる

– 論理設計

• ×原因結果グラフのようなグラフ型の思考パターン (因果関係)

• ○フローチャート (時系列)

 →テスト設計もフローを中心に論理を表せるようにした方がソフトウェア技術者にも使いやすいもの
になるのではないか？

Cause Flow Diagram



CFD法のコンセプトとCFD法でのテストケース抽出法

 CFD法のコンセプト

– 原因結果グラフの発展型

– 同値分割とデシジョンテーブルを組み合わせたもの

 CFD法でのテストケース抽出法

– 1. 仕様から原因を抽出し、同値分割する

• 同値分割では、「補集合」の存在に注意する

– 2. 仕様から結果を抽出し、有効系と無効系に分類する

• 有効系：仕様に定められた処理を行う(続行する)結果

• 無効系：それ以外のエラー処理等で定められた処理が行われない結果

– 3. 各原因と結果の関係を有効系と無効系に明確に分け、流れ図で表現する

• これが、CFD(Cause Flow Diagram)

• このCFDの流れ図が対象のシステムの処理フローと一致していない場合、展開されるデシ
ジョンテーブルの精度が低下することに注意する

– 4. CFDをデシジョンテーブルに展開し、テストケースを抽出する

• 各原因から結果に向けてパスを結んでいくとデシジョンテーブルの一列ができる

*1 「CFD 技法の評価と事例に基づくガイドの作成」より

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf


実例：映画館の割引

 映画館の割引を例にCFD法の具体的なステップを見てみましょう

 仕様

– 本映画館では12歳以下か、55歳以上の女性か、60歳以上の男性なら割引を行う

• そうでないならば、割引をしない

*1 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html より

http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html
http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html
http://www.tokyo-zoo.net/zoo/kasai/index.html


1. 仕様から原因を抽出し、同値分割する
2. 仕様から結果を抽出し、有効系と無効系に分類する

年齢

–12歳以下

–55歳以上59歳以下

–60歳以上

–その他 13歳以上54歳以下
• 仕様から読み取るべき補集合

性別

–男性

–女性

–性別不明
• 仕様から読み取るべき補集合

割引

–有効系
• 割引あり

–無効系
• 割引なし

原因 結果



3. 各原因と結果の関係を有効系と無効系に明確に分け、流れ図で表現する

12歳以下

年齢

55歳以上
59歳以下

60歳以上

女性

男性

性別

割引あり

割引なし

その他

13歳以上

54歳以下

補集合の存在
に注意する

原因は対象システムの処
理の順番で左から右へ配
置する

割引

有効系と無効系
の流れを明確に
分ける

性別不明



4. CFDをデシジョンテーブルに展開し、テストケースを抽出する

 デシジョンテーブル

– CFDの流れを追うことによって、重複・漏れを回避できる

条件と動作 1 2 3 4 5 6

12歳以下 T F F F F F

13歳以上54歳以下 F F F F F T

55歳以上59歳以下 F F T T T F

60歳以上 F T F F F F

男性 - - F T F -

女性 - - T F F -

性別不明 - - F F T -

割引あり T T T

割引なし T T T

結果につながる原因の中
で、因果関係がないとこ
ろが削除された



CFD法の優位性と課題

 優位性

– CFD技法によりテストケースが削減できる、もしくは優先順位付けができる

• 原因結果グラフと異なり、対象システムの処理フローを前提として、有効系、無効系を振り
分けているため

– 原因結果グラフによる表現とCFDによる表現を比較すれば明らかなように、CFDは可視性の

ある簡単な図表現でありテスト設計者にとって理解しやすい。合せて、第三者からも理解し易く
、テストケースのレビューも容易である

– CFD作成の過程で、仕様や機能を机上シミュレートするのと同じ効果が得られることから、仕
様の誤りを発見する事もできる

 課題

– 原因結果グラフよりは容易であるが、原因と結果のバリエーションが増えると、CFDをデシジョ
ンテーブルに変換するのに、ワークロードがかかる

– 原因結果グラフのCEGTestのような鉄板ツールがあれば、一気に普及が進むかも

• @softtest さんが誠意作成中

• DrawCFD http://softest.cocolog-nifty.com/labo/drawCFD/

*1 「CFD 技法の評価と事例に基づくガイドの作成」より

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf

http://www.juse.or.jp/software/pdf/20_spc/8/7_d_report.pdf


予習問題の解説 – 問題

 CFD法に慣れていただくために、予習問題を用意しました

 テキスト「ソフトウェアテスト技法ドリル」を読みながら、下記の仕様をCFD法で解いてみてください

– 政党とは、政治団体のうち、所属する国会議員（衆議院議員又は参議院議員）を5人以上有す
るものであるか、近い国政選挙で全国を通して2%以上の得票（選挙区・比例代表区いずれか）
を得たもの [Wikipedia一部抜粋]



予習問題の解説 – CFD

政治団体

政治団体である

所属する国会議
員が5人以上で

ある

政治団体が政党となる条件

政党で
はない

政党で
ある

近い国政選挙
で全国を通し
て2%得票を得

ている



予習問題の解説 – デシジョンテーブル

条件と動作 1 2 3 4

政治団体である T T T F

近い国政選挙で全国を通して2%得票を得ている T F F -

所属する国会議員が5人以上である - T F -

政党である T T

政党ではない T T


